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【目的】食品加工副産物は、飼料価値が高いものが多いに
も関わらず、産出量の変動や単味での取り扱いの悪さから、
実際の飼料化まで至るケースが少ない。これらを解決する
ためには、他の飼料と混合して発酵を調製する TMR 型サ
イレージとしての活用が有効であるが、既存のサイロでこ
れを行うことは労力的に難しい。そこで、飼料作物の省力
的サイレージ調製を目的として開発された「細断型ロール
ベーラ」の副産物サイレージ調製への汎用性を検討するた
め、高タンパク質ながら未利用の加熱乾燥ケールジュース
粕を飼料作物に混合して細断型ロールベーラで調製したサ
イレージについて、その発酵品質や乳牛への給与の影響を
調べた。 
【方法】サイレージの調製は、タカキタ製細断型ロールベ
ーラ（型式；MR810）を用いて行い、トウモロコシとソル
ガムの混播草を原料としたサイレージ（対照サイレージ）
と、その原物比 10％を加熱乾燥ケールジュース粕に置換し
たサイレージ（K サイレージ）の 2 種類のサイレージを比
較した。サイレージの発酵品質は、ｐH、VFA 含量および
アンモニア態窒素濃度を測定し、さらにアンモニア態窒素
濃度と VFA 濃度を基に V-SCORE を求めて評価した。乳牛

への給与の影響は、ホルスタイン種泌乳牛 4 頭を用い、対
照サイレージを給与した場合（対照区）と K サイレージを
給与した場合（K 区）の 2 処理を設け、予備期 7 日間本期
2 日間とするクロスオーバー法で試験を行い、養分摂取量、
泌乳成績及び血液成分(グルコース、尿素態窒素)について処
理間の差を比較した。飼料給与量は、TDN 要求量の 100％
相当量とし、給与飼料の CP 含量を同等にするため、アル
ファルファヘイキューブの乾物比 43％を K サイレージで
代替した。 
【結果】Ｋサイレージの粗タンパク質含量（乾物中）は、
対照サイレージに比べて 2.5％高くなった。発酵品質につい
ては、アンモニア態窒素濃度が対照サイレージで高く、乳
酸含量と V-SCORE が K サイレージで高い値を示した
(P<0.05)。乳牛への給与の影響については、養分摂取量、
泌乳成績および血液成分に処理間の差は認められなかった。 
 以上のことから、細断型ロールベーラで調製した乾燥ケ
ールジュース粕混合サイレージは、発酵品質に優れており、
乳牛への給与ではアルファルファヘイキューブとの代替効
果も認められた。 


